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公益財団法人 日本バウンドテニス協会 事務局規程 

 

 

第１章 総   則 

 

（総  則） 

第１条 この規程は、公益財団法人日本バウンドテニス協会（以下本会という）定款第40条に基

づき設置される事務局における事務の能率的な運営を図ることを目的とする。 

 

 

第２章 事務局の業務 

 

（所管業務） 

第２条 事務局は、次の業務を処理する。 

(１) 役員および事務局人事に係る諸手続きに関すること。 

(２) 会長印および協会印に関すること。 

(３) 定款および諸規程の管理に関すること。 

(４) 評議員会、理事会その他の会議に係る諸手続きに関すること。 

(５) 事業計画および収支予算ならびに事業報告および収支決算に関すること。 

(６) 定款第9条に定められた書類および帳簿の保管に関すること。 

(７) 文書の受信、発信および保管に関すること。 

(８) 加盟団体その他関係団体との事務連絡、調整に関すること。 

(９) 栄典、表彰および慶弔に関すること。 

(10) 収入および支出の執行に関すること。 

(11) 現金、預金の管理出納その他事業に係る会計に関すること。 

(12) 発注および契約に関すること。 

(13) 財産および物品の管理に関すること。 

(14) 広報活動の企画・ＰＲに関すること。 

(15) 主催大会の開催に関すること。 

(16) 加盟団体の登録、脱退および退会に係る諸手続きに関すること。 

(17) 本会の有資格者に係る諸手続きに関すること。 

(18) その他事務局に関すること。 

 

 

 



第３章 職員および職責 

 

（職  員） 

第３条 事務局に次の職員を置く。 

(１) 事務局長     １名 

(２) 事務局次長   若干名 

(３) その他の職員  若干名 

 

（任  免） 

第４条 職員は、定款第31条により、次のとおり定める。 

(１) 事務局長は、理事会の決議によって選任および解任する。 

(２) 事務局長以外の職員は、会長が任免する。 

 

（事務局長等の職責） 

第５条 事務局長は、会長の命を受けて局務を掌理する。 

  ２．事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故があるときは、その職務を代行す

る。 

 

（その他の職員の職責） 

第６条 その他の職員は、事務局長の命を受けて所定の業務に従事する。 

 

 

第４章 決裁事項 

 

（原  則） 

第７条 法令、定款または本会の規程もしくは細則に別段の定めがある事項を除き、本会におけ

る事案の決裁者は会長とする。 

２．会長は、この規程の定めるところにより、事務局長に決裁権を委任することができる。 

 

（会長の決裁事項） 

第８条 会長は、次の事項を決裁する。 

(１) 評議員会および理事会が決定した事項の執行で、特に重要な事項 

(２) 事業計画案および収支予算案ならびに事業報告および収支決算の作成に関する事項 

(３) 評議員会および理事会の運営に関する事項 

(４) 定款および諸規程の管理に関する事項 



(５) 公表ならびに重要な申請、照会、回答、諮問および通知に関する事項 

(６) 重要な事項に関する報告および答申に関する事項 

(７) その他重要な事項 

 

（事務局長の決裁事項） 

第９条 事務局長は、次の事項を決裁できる。 

(１) 定例的な照会、回答および通知ならびに簡易な会議に関する事項 

(２) 一般的な事項に関する報告および答申に関する事項 

(３) 一般的な申請、照会、回答、諮問および通知に関する事項 

(４) その他通常的な事項 

 

 

第５章 補   則 

 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、事務の処理に関して必要な事項は、事務局長が定め

る。 

  ２．前項のほか、事務局に関し必要な事項については、理事会で定める。 

 

 

 付  則 

  この規程は、令和 ６年７月 １日から施行する。 

 

 

 沿  革 

  平成１６年 ４月 １日 制定 

平成２２年  ６月１９日 改定 

令和  ６年  ４月  １日 改定 

 


